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　ＦＤは、教育の改善を図るための「組織的」な活動の実施という主旨で、大学設置基準には規定されている。組織的に
取り組むということは、単に教員の「個人的」な活動に任せるのではなく、大学がＦＤを進める部署や委員会を作り、活
動を計画・実施し、さらなる改善を図るという意味である。ＦＤ義務化以降、「ＦＤ」と呼ばれる研修・研究の機会は普及
したが、それに携わる関係者は、ＦＤにまとわりつく「組織的」というキーワードにある種のやっかいさを感じてはいない
だろうか。ＦＤ委員やＦＤ担当が、学部や学科における出来ればやりたくない仕事のナンバー１であったり、各年交代の
持ち回りの仕事である限り、私たち大学人が実質的なFDを主体的に獲得することはできない。ＦＤを教育の未来や創
造性に通じる興味深い活動として捉え、大学の教職員が主体的にFDを引き受けたいと思うような考え方はないのであ
ろうか。
　2008年のＦＤ義務化から3年目の現在（いま）、もう一度、原点に立ち返り、このシンポジウムでは、「組織的ＦＤ」に
ついて焦点を当ててみたい。シンポジストには、「組織的なＦＤはなぜ必要なのか？」という問いを共有してもらい、ＦＤ
活動の多様な事例と視点からこの問いにアプローチしていただく。そして、フロア参加者との意見交換を通して、「義務」
から解放された「実質的なＦＤ」に迫る機会としたい。

シンポジスト

【経歴】
九州大学助手、大学入試センター教授、メディア教育開発センター教授、
名古屋大学教授、名城大学教授、大学院研究科長を経て、現在は名城大学の
副学長・理事（教育担当）。大学の経営戦略プランをマネジメント・システムと
して設計・構築する手法の開発と、他方では、学生中心の教育文化の形成と
質の向上につながるマネジメント手法の開発に取り組む。

【主な活動や著書】
著書・論文は、①「ＦＤを持続的に革新するベンチマーキング法の事始」大学論集（広島大学高等教育
研究開発センター）第37集、117-130、2006、②「高大接続の諸形態」（荒井克弘・橋本昭彦編『高校
と大学の接続』玉川大学出版）127-138、2005、③「大学入試の改革」（絹川正吉・舘昭編著『学士課
程教育の改革』東信堂）53-70、2004、④「成長するティップス先生」、玉川大学出版、2001、など。

池田　輝政 氏
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（受付開始 12：00～）

（名城大学 副学長・理事）

（立命館大学共通教育推進機構 教授）
【経歴】
大阪市立大学大学院理学研究科修士課程修了、同大学教員を経て、2005年
より立命館大学大学教育開発・支援センター教授、2008年より現職、教養教
育センター副センター長を兼任。理学博士。
【専門領域】
最初の専門は「物理学」、現在は「環境学」と「大学教育学」。

【主な活動や著書】
前任校の大阪市立大学で評議員、全学共通教育カリキュラム委員長、大学教育研究センター副所長など
を務め、大学教育改革に携わる。立命館大学では主として授業改善のためのFD活動に携わり、授業アン
ケートの実施や学生FD活動の支援、双方向型授業の研究と実践などを続けている。主な著書『大学授業
改善の手引き－双方向型授業への誘い』（ナカニシヤ出版）、『新版・環境と人間－公害に学ぶ』（編著・東
京教学社）など。

木野　茂 氏

【専門領域】
専門は「大学教育学」「大学生心理学」。
【主な活動や著書】
全学の教育改革、ＦＤの組織化、大学間連携の推進、学生調査の開発・運営などに従事。主な著書「大学
教育センターからみたＦＤ組織化の動向と課題」（国立教育政策研究所紀要，第139集，2010年）、「学生
の視点から捉えた汎用的技能獲得における正課・正課外の役割」（日本教育工学会論文誌，34，2010年）、
「ピア・サポートによって拓かれる大学教育の新たな可能性」（大学と学生，通巻561号，2010 年）など。

【経歴】
2005年3月神戸大学大学院総合人間科学研究科・博士後期課程修了
（博士(学術)）。同年4月京都大学高等教育研究開発推進センター教務
補佐員、2006年8月島根大学教育開発センター講師を経て、現在、同副セン
ター長・准教授。

山田　剛史 氏
（島根大学 教育開発センター 副センター長/准教授）

シンポジウム

情報交換会
時　　間　17：30～19：00
会　　場　12号館 リブレ

コーディネーター

【経歴】
ウォリック大学大学院翻訳学専攻修士課程修了、千葉大学大学院社会文化
科学研究科博士課程修了（博士（文学））。2007年より人文学部教授。
【専門領域】
専門は「比較文学」と「初年次教育」。

髙橋　伸一 氏

【主な活動や著書】
京都精華大学では、教務部長（2004－08年）、評議員（2005年～）、共通教育センター長（2009年～）
などを務め、主に教務・教学的観点から大学教育改革にかかわる。2004年より大学コンソーシアム京都
FDフォーラム企画検討委員として、FD活動に従事する。主な著作『マンガFDハンドブック【新任教員編】』、
『マンガFDハンドブック【成績評価編】』（いずれも、共編著・京都FD開発推進センター）など。

（京都精華大学共通教育センター長 人文学部 教授）

（定員：900名）

【主な活動や著書】
勤務校にて、授業評価・FDの各委員会委員長を務める。また、近畿地区大学教育研究会幹事。
著書『フランス学を学ぶ人のために』（1998、世界思想社)、『フランス　わが愛』（2000、青山社）、『異文
化を知るこころ』（2003、世界思想社）など。

平山　弓月 氏

【経歴】
1978年大阪市立大学大学院文学研究科フランス文学専攻博士課程単位取
得満期退学。1992年京都外国語大学専任講師のち助教授、教授。

（京都外国語大学 外国語学部 教授）

FD実践（教員研修）

アセスメントの効用 FD戦略という視点

FD実践（授業改善）



（定員：各150名）
（優先定員：各100名）

第１ミニシンポジウム
『グローバル化とこれからのキャリア教育』

　リーマン・ショックをきっかけに日本全
国の大学で就職率が過去最低の水準に落ち
込んだことは、新聞などで繰り返し報道さ
れている。このような日本の高等教育を取
り巻く環境の中で、現時点での日本の大学
のキャリア教育の到達点と、今後目指すべ
き方向については、大学関係者はもとより
社会的にも高い関心が持たれるようになっ
た。おそらく、この問題は経済のグローバ
ル化と密接不可分の関係にある。グローバ
ル化した日本の企業が優秀な人材を海外に
求めるようになり、また世界同時不況は日
本経済のグローバル化と表裏の関係にあ
る。このような問題意識のもとで、これか
らの時代にふさわしいキャリア教育のあり
ようを検討してみたい。

第２ミニシンポジウム
『学生とともに進めるFD』

第４ミニシンポジウム
『新任教員研修プログラムの構築と実践』

第３ミニシンポジウム
『初年次教育等における話す力・
　　　　　コミュニケーション力の育成』

第１分科会
『文系学生に対する数学教育』

第４分科会
『何のための、いかなるやり方での教員評価か？』

第３分科会
『教育手法としてのe-Learningの可能性』

第７分科会
『女子大学から発信する女子高等教育戦略』

第９分科会
『地域連携型教育の可能性』

第５分科会
『FD・教育改善を推進するためのICTの役割』

同志社大学文学部 准教授

コーディネーター
野村幸一郎 氏

堀井　　優 氏
京都橘大学 副学長・教授

早稲田大学
政治経済学術院 教授

筑波大学大学院
人間総合科学研究科 教授

報告者
岡田　昌毅 氏

白木　三秀 氏

渡辺三枝子 氏
立教大学大学院
ビジネスデザイン研究科 教授

　ＦＤは大学の組織的な教育改善の取り組
みの総称であるが、その大学の中でＦＤを
担う主体は第一に教員であり、最近では職
員も大きな役割を担っている。しかし、大
学の中の重要な構成員であり、教育を受け
る当事者の学生もＦＤの主体と言えるので
はないかということで、２年前のＦＤ
フォーラムで初めてこのテーマで分科会を
行った。その時の分科会では、学生ととも
に進めるＦＤという発想について参加者か
ら強い賛同を得ただけでなく、報告者の立
命館大学学生ＦＤスタッフからの「学生Ｆ
Ｄサミット」の提案について大きな期待が
寄せられた。
　それから２年の間に、学生ＦＤサミット
は年２回開催されるようになり、学生によ
るＦＤ活動に取り組み始めた大学はいまや
３０大学にも上っている。
　今回はこれらの大学の中でもとりわけ活
発な活動を続けている４つの大学から学生
も含めて報告をいただき、学生とともに進
めるＦＤとはいかなるものか、その意義と
展望について、参加者とともに考えたい。

コーディネーター
木野　　茂 氏
立命館大学
共通教育推進機構 教授

法政大学社会学部
メディア社会学科 教授

追手門学院大学国際教養学部 教授
教育研究所 所長

報告者
梅村　　修 氏

大崎　雄二 氏

服部　憲児 氏

平岡　　聡 氏

学生

大阪大学
大学教育実践センター 准教授

京都文教大学臨床心理学部 教授
共通教育担当 部長

　高校までの教育と比べ、大学教育の場に
おいては、ゼミにおける報告、討論など高
度なコミュニケーション力、主体的な学習
姿勢が求められる。主に初年次教育では、
まず、それ以前のレベルのコミュニケー
ション力、すなわち、一歩踏み出して発言
し、人と関わりあう力の育成が必要となっ
てくる。その手法としては、従来の支配型
の授業ではなく、グループワークやファシ
リテーションを取り入れた、参加型・支援
型の授業が有効であると考えられる。この
ような手法について、理解するための理論
及び様々な実践例を報告者から提供してい
ただき、フロアからも積極的に意見や情報
を出していただき、共有しながら、初年次
教育等における話す力・コミュニケーショ
ンの力の育成について検討していきたい。

コーディネーター
村田　淑子 氏
京都学園大学法学部 教授

同志社大学
政策学部 准教授

京都精華大学
人文学部 講師

報告者
山田　創平 氏

西村　仁志 氏

北村　広美 氏

川中　大輔 氏

京都産業大学
全学共通教育センター 准教授
キャリア教育研究開発センター
Ｆ工房 コーディネータ

シチズンシップ共育企画 代表
甲南大学 非常勤講師

　文系大学や文系学部に所属する学生は、
その多くが、入学試験で課されることも、
また、入学後に必要とされること少ない
ため、数学に対する苦手意識をもってい
ると聞く。しかしながら近年では、昨今
の就職状況の悪化も手伝って、就職試験
対策として学生に数学の力を身につけさ
せることが必須になりつつある。文系学生
に対する数学教育は、このような必要性
からか、もしくは、せいぜいのところ専門
教育に必要であるからという理由でおこ
なわれることが大勢を占めているものと
思われる。もっとも、そのような必要性
を否定しはしない。だが、文系学生にとっ
て数学は、直近の専門教育や就職試験対策
に必要なものとのみ考えておけばよいも
のなのだろうか。じつは、初等、中等教育
の算数や数学で養われた力が、大学での
講義内容を理解し、演習で議論するため
の基礎にも通じているのではないだろう
か。このような問題意識から、本分科会
では、文系学生だけでなく理系学生にあっ
ても数学を苦手とする学生が増えている
という現況を加味し、いま一度、大学に
おける数学教育の位置づけと意味づけを
問うてみたい。

京都薬科大学
数学分野 准教授

コーディネーター
葛城　大介 氏

黒宮　一太 氏

桜美林大学リベラルアーツ学群
基礎数理専攻 教授

東海大学
教育研究所 教授

報告者
桑田　孝泰 氏

芳沢　光雄 氏

岡本　真彦 氏

　学生による授業アンケートは 100 パー
セントに近い大学で実施されているのが
現状である。しかしその結果を、ＦＤ活動
のために、例えば、授業改善、教員の反省
と成長のために、いざ活用しようとする点
になると、未だ決定的なスタイルが確立さ
れているわけではなく、多くの大学が、
まだ模索の状態にあるというのが実情では
ないだろうか。
　個々の大学で、その事情も大きく異なる
だろう。例えば、そもそもアンケート項目
を作ったときに、その後の活用まで十分に
考えていなかったため、データ分析に困る
こと。アンケート結果をどのようにフィー
ドバックするかについての悩み。どう授業
改善に活かせばよいのかについてのとまど
い。本分科会では、まず、授業アンケート
の実情、その分析や課題について、そして
活用についての報告を行なう。そうした
報告をふまえたうえで、授業アンケートの
実質化に向けて、参加者全員でディスカッ
ションする場を準備したいと考えている。

コーディネーター
山内　清郎 氏
大谷大学
文学部教育・心理学科 准教授

　e-Learning については、具体的な教育
内容・授業内容の面のみならず、技術的問
題についての議論も盛んになされてきた。
今回はそのなかから、とくに前者に焦点を
あて、具体的な教育実践との関連から
e-Learning の可能性を議論する場を設定
することとしたい。念頭に置かれる問題は、
たとえば、「e-Learning に相応しい科目や
内容はどのようなものか」、「e-Learning
による授業実践等により生ずる具体的な問
題とその解決策はどのようなものか」、
「e-Learning 科目はカリキュラム上どのよ
う な 位 置 づ け が 相 応 し い の か」、
「e-Learning 科目の内容を設計するための
手法とはどのようなものか」、等々である。
e-Learning についてはまだ試行段階の大
学も多いと思われるが、こうした諸問題の
検討を通じて、実際の授業科目として
e-Learning を効果的に実現するための条
件を明らかにすることを試みたい。

コーディネーター
河原地英武 氏
京都産業大学
教育支援研究開発センター
副センター長 教授

愛媛大学
教育学部教育心理学 講師

明治国際医療大学
医学教育研究センター 教授

報告者
都築　英明 氏

富田　英司 氏

内田　　実 氏

 大学教員には免許制度が無い。免許制度
を導入することには多くの問題点がある
が、大学教員になるにあたって教育・学内
運営・社会貢献のための訓練を受けずに
教員になる点には問題がある。その点を
補うために、教壇に立つようになった後に
研鑽を積まなければならない。情報開示の
時代にあって、教員の研鑽が確かに積まれ
ていることを明示するために何らかの形で
「教員の活動の開示と評価」が求められる。
重要なことは、
１．「教員評価」の目的を明確にする、
２．その目的を達成するため「何を評価す
るのか」、「誰が評価するのか・できるのか
（評価者が自分自身という選択肢もある）」、
「評価の結果をどのように使うのか」を明確
にする、
３．目的に沿った適切なシステムを確立す
ること
である。
 分科会では、午前中３大学から実践事例
と課題や改善の方向性を報告して頂く。
午後はグループに分かれて各グループが
１つの大学の教員集団であると想定して、
最も望ましい教員評価制度を議論して頂く。

コーディネーター
松本和一郎 氏
龍谷大学理工学部 教授
大学教育開発センター長 

中部大学 学監
大学教育研究センター長 教授

京都産業大学
文化学部 教授

報告者
河野　勝彦 氏

坪井　和男 氏

山田　雅夫 氏
岡山大学大学院
医歯薬学総合研究科 教授
評価センター長

　社会における芸術のあり方や価値・機能
の変化によって、芸術系教育に携わる教員
の意識はもちろんのこと、教授法やカリ
キュラムも、当然、変容を迫られることに
なる。芸術が単に美術館の展示物やコン
サートホールでの演奏だけではなく、社会
あるいはコミュニティ自体のデザインにか
かわってきている現在、アーティストとし
て、教養ある市民として、それぞれのコミュ
ニティの人たちとかかわり、積極的にコ
ミュニケーションをとりながら自らの芸術
を表現できる人材が求められている。本分
科会では、芸術の変容の時代だからこそ
芸術系領域の教育に大きく求められている
「組織的 FD」を、「連携」というキーワード
からアプローチする。具体的には、音楽系
大学と美術系大学において実践されている
「大学間連携」「大学内連携」「社会連携」
の事例発表をもとに、「組織的 FD」の意
味を検討し、21 世紀型の芸術系教育の可
能性を探る機会にしたい。

　日本における女子高等教育は、戦後の
新制大学設立以降、大きな発展を遂げて
きた。なかでも女子大学は、少人数教育
或いは全学生が女性という特長を活かし
て教育方針を徹底し、人権意識や教養教育、
キャリア意識を重視した実践例など、見る
べき到達点が並ぶ。しかし、海外の女子
教育に関する研究蓄積とは異なり、国内
ではそれらの研究実績・教育成果がいま
だ分散した状況となっている。
　本分科会では第一に、日本の女子高等
教育の歴史、いわゆる良妻賢母型教育か
ら現代の男女共同参画時代における女性
リーダーシップ育成へとシフトしてきた
経緯をクローズアップする。第二に、アメ
リカでの女子高等教育の先進例を紹介し、
日本との比較の中で広く問題提起を行う。
第三には、時代と共に進化する女子高等
教育のあり方が共学大学の教育にも肯定的
影響をもたらし得るか、その可能性を探る。
本分科会は、報告者および全参加者間で
活発に意見交換を行い、新たなＦＤ分野
を切り拓く熱き壮大な実験と模索のア
リーナである。

　1970 年代経済のグローバル化とともに
脱工業化社会 (Postindustrial Society) へ
と大きな歴史的転換を経験したアメリカ
合衆国において、それまで例外的で特異な
教育であったコーオプ教育 (Cooperative 
Education) が急速に普及し、高等教育
制度において重要な位置を獲得するように
なった。これは教育のあり方が社会の変化
と対応することの必要性を示唆している。
本分科会では「コーオプ教育 ( インターン
シップ ) の理論と実践経験」と題して、
日本型のコーオプ教育として 1998 年か
ら展開している大学コンソーシアム京都の
インターンシップ･プログラムを軸に、日本
の高等教育におけるコーオプ教育の実態と
その課題を整理したいと考える。

コーディネーター
河村　能夫 氏
龍谷大学経済学部 教授

三共精機株式会社
取締役社長

立命館大学共通教育推進機構
キャリア教育センター 教授

報告者
加藤　敏明 氏

石川　　武 氏

河村　律子 氏

　全国の大学において多様な形で取り組み
がなされている「地域連携型教育」は、一
般的な地域貢献にとどまらず、地域社会の
活性化と学生の主体的な学びを結びつけ、
大学における新しい学び方と地域のデザイ
ンそのものにインパクトを与えるものであ
り、共生型社会における大学の重要なミッ
ションのひとつになっていくと考えられ
る。他方で、その教育効果とは裏腹に、プ
ログラムの開発、きめ細やかな学生指導、
外部組織とのコーディネートのみならず、
授業時間の不規則性、単位設定の困難、評
価等をめぐり、学内での組織運営への働き
かけと安定的な授業運営への工夫等、従来
の大学教育の枠組みでは想定されていな
かった様々な困難や課題も抱えている。
　本分科会では、地域社会との連携を基礎
にした「地域連携型教育」を実践している
３大学の取り組み内容を報告いただき、そ
れぞれの到達点およびその抱える課題につ
いて共有した上で、今後の「地域連携型教
育」の展開と可能性について検討したい。

コーディネーター
藤松　素子 氏
佛教大学社会福祉学部 教授
教授法開発室長

福島大学
行政政策学類 教授

島根県立大学
総合政策学部 教授

報告者
井上　厚史 氏

塩谷　弘康 氏

岡崎　祐司 氏
佛教大学社会福祉学部
社会福祉学科 教授

コーディネーター
髙橋　伸一 氏
京都精華大学
共通教育センター長
人文学部 教授

東北芸術工科大学
デザイン工学部 教授
教養教育センター長　　

東京音楽大学
音楽学部 教授

報告者
武石みどり 氏

白杉　悦雄 氏

冨田　美香 氏
立命館大学
映像学部 准教授

コーディネーター
桐野由美子 氏
京都ノートルダム女子大学
ＦＤ委員会委員長 教授

同志社女子大学
現代社会学部 准教授　

武庫川女子大学
ＦＤ推進委員会委員長 教授

報告者
野口　哲子 氏

髙橋　享子 氏

三宅えり子 氏

私市佐代美 氏
武庫川女子大学
情報システム室 室長

立命館大学
国際関係学部 准教授

　我が国の高等教育機関において、教育の
質的向上をはかるため、教員を対象とした
さまざまな教育研修の機会が提供されてき
たが、一方でその「実質化」が課題となっ
ている。これらのＦＤに関わる諸活動を支
援、推進するためにＩＣＴの効果的な活用
が模索されている。また、教育実践やその
ノウハウを公開し教員間で共有、吟味し合
うことで教育の質的向上をはかる「オープ
ンエデュケーション」という考えが米国を
発信源として普及しつつあるが、この推進
力としてもＩＣＴの可能性に期待が寄せら
れている。本分科会では、インターネット
等のＩＣＴを、授業公開や電子ポートフォ
リオ作成などに活用する３件の実践事例を
手がかりとして、ＦＤ・教育改善における
ＩＣＴの役割、その意義やあり方について
分科会の参加者との議論を通じて検討をお
こないたい。

コーディネーター
酒井　博之 氏
京都大学
高等教育研究開発推進センター
特定准教授

東京農工大学
大学教育センター 准教授　　

岩手大学
大学教育総合センター 准教授

報告者
江本　理恵 氏

加藤由香里 氏

田口　真奈 氏
京都大学
高等教育研究開発推進センター
准教授

京都外国語大学
マルチメディア教育研究センター
准教授

指定討論者
村上　正行 氏

ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
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（定員：各45名）
（優先定員：各30名）

分
　
　
科
　
　
会

第６分科会
『芸術系領域における組織的FD「連携」
　　　　　  －音楽系FDと美術系FD－』

第８分科会
『コーオプ教育（インターンシップ）の
　　　　　　　　　　理論と実践経験』

2日目
3月6日（日）

同時開催

10：00

15：30
〜

（受付開始 9：30～）

　ＦＤの取組の中でも新任教員に対する
ＦＤ研修は、大学教員としての自己認識
を大学や社会が求める大学教員像とすり
合せるものであり、大学教育およびＦＤ
の今後の展開にとって、きわめて重要な
位置を占めることが予想される。また大学
教育改革が、教育から学習へのパラダイム
転換を伴って進められていく中で、研修
プログラムのコンテンツのみならず、研修
プログラム構築のプロセスも問われること
になるであろう。 
　京都ＦＤ開発推進センター主催「新任
教員合同研修」は、国立教育政策研究所
が考案・提唱している「新任教員研修プロ
グラムの基準枠組」を準用し、京都地域
の 18 大学・短期大学の新任教員が共通し
て必要となる知識、理論、技術、そして
意識を身につけることを目的として研修
プログラムを開発・実施してきた。本シン
ポジウムでは新任教員研修の実践事例を
紹介し、基準枠組の意義あるいはプログ
ラム開発目的の検証、さらには今後の改
善へ向けた課題を話し合う。

コーディネーター
深野　政之 氏
一橋大学
大学教育研究開発センター
特任講師
前京都 FD開発推進センター
専門研究員

龍谷大学理工学部 教授

報告者
川島　啓二 氏

林　　久夫 氏

沖　　裕貴 氏

井上　史子 氏

立命館大学
教育開発推進機構 教授

立命館大学
教育開発推進機構 講師

LBS研究スタジオ 代表
放送大学 ICT活用・遠隔教育センター
IDアドバイザー

大阪府立大学
人間社会学部 准教授

第２分科会
『授業評価の現在（いま）
　　　～授業アンケートの実情と課題～』

早稲田大学
教育・総合科学学術院 教授
FD推進委員会副委員長

京都大学
高等教育研究開発推進センター 
教授

報告者
大塚　雄作 氏

三尾　忠男 氏

高井　康弘 氏
大谷大学文学部
社会学科 教授

奈良女子大学ＦＤ推進室長
理事（教育・学生支援担当）
副学長

（立命館大学、追手門学院大学、
　法政大学、大阪大学、京都文教大学）

国立教育政策研究所
高等教育研究部 総括研究官

京都文教大学
人間学部 講師



教職員
学生

教職員、一般
学生

3,000円
無　　料
5,000円
1,000円

5,000円
1,000円
7,000円
2,000円

区　分 情報交換会含む 情報交換会除く

申込みから当日参加までの流れ

お申込み
（先着順）

参加証が届く

参加費のお支払い

下記URL（アドレス）、もしくは公益財団法人大学コンソーシアム京都ホームページ[トップページに
バナー（専用ボタン）を準備します]からアクセスできる「参加申込フォーム」に必要事項を入力し申込
み手続きを行って下さい。
申込み手続き完了後に「申込み完了メール」をお送り致します。（翌日になっても申込み完了メールが
届かない場合は大学コンソーシアム京都（担当：北山）までお問い合わせ下さい。）
※2011年1月7日（金）～12日（水）は、公益財団法人大学コンソーシアム京都に加盟する大学・短期
大学の優先申込期間となっております。この期間は、加盟大学以外の方はお申込みできませんので、
予めご了承下さい。また、申込み手続き完了後の変更は一切受け付けられませんのでご注意下さい。
なお、優先申込期間は、優先定員までの受付となります。

STEP 3

STEP 2

STEP 1

【参加費支払締め切り：2011年2月15日（火）24:00まで】

申込み手続きが完了した方には、後日、郵送にて払込票（請求書）をお送りいたしますので最寄りの
コンビニエンスストアで参加費の支払いを行って下さい。取り扱い可能なコンビニエンスストアは同封
している払込票の裏面をご覧下さい。
なお、銀行・ゆうちょ銀行などの金融機関ではお支払いができませんのでご注意下さい。
また、お申込み手続きと参加費のお支払いが完了していない方は参加できませんのでご注意下さい。

参加費の支払いが完了した方には参加証をメールにて送信します。2月26日（土）になっても参加証
（メール）が届かない場合は、大学コンソーシアム京都（担当：北山）までお問い合わせ下さい。

当日はプリントアウトした参加証（メール）を持参し、受付にて提示して下さい。
※代理の方が参加される場合は当日の受付にてお申し出下さい。当日STEP 4

申込期間

申込方法

https://event.consortium.or.jp/fd16/URL

参加費

★平山　弓月　
☆耳野　健二　
　葛城　大介　
　木野　茂   　
　桐野　由美子
　黒宮　一太　
　酒井　博之　
　杉井　潤子　

第16回FDフォーラム企画検討委員会
髙橋　伸一
野村　幸一郎
藤松　素子
堀井　優
松本　和一郎
村田　淑子
山内　清郎

★…委員長　☆…副委員長

2011年1月13日[木]～2月3日[木]

※公益財団法人大学コンソーシアム京都に加盟する大学・短期大学の教職員・学生の方を対象に、優先申込期間を設けています。
　加盟校以外の方は、1月13日以降にお申込下さい。
　なお、優先申込期間は、優先定員までの受付となります。

16th FACULTY DEVELOPMENT FORUM

加盟
大学・短期大学

非加盟
大学・短期大学等

所　属

大学コンソーシアム京都 検索

【参加費支払締め切り：2011年2月15日（火）24：00まで】
加盟大学・短期大学 優先申込期間：2011年1月7日（金）～1月12日（水）

お支払いいただく参加費につきましては、印刷費、webシステム運営費、通信費など、
諸準備に使用致しますので、いかなる理由があっても返金等には応じられませんので、
予めご了承下さい。参加費をお支払いいただいたのち、やむを得ずご欠席された方に
つきましては、後日、FDフォーラム関連資料を送付致します。

もしくは

参加費は事前の支払いとなっております

当日申込みは、一切受付けできませんので、ご注意下さい。

第16回FDフォーラム

[京都外国語大学外国語学部 教授]
[京都産業大学法学部 教授]
[京都薬科大学数学分野 准教授]
[立命館大学共通教育推進機構 教授]
[京都ノートルダム女子大学ＦＤ委員会委員長 教授]
[京都文教大学人間学部 講師]
[京都大学高等教育研究開発推進センター 特定准教授]
[京都教育大学教育学部 教授]

[京都精華大学共通教育センター長 人文学部 教授]
[京都橘大学副学長 教授]
[佛教大学社会福祉学部 教授法開発室長 教授]
[同志社大学文学部 准教授]
[龍谷大学理工学部 大学教育開発センター長 教授]
[京都学園大学法学部 教授]
[大谷大学文学部教育・心理学科 准教授]

優先申込期間後も2月3日（木）まではお申込みいただけます。



16th FACULTY DEVELOPMENT FORUM

第16回FDフォーラム

FDフォーラム担当：北山
MAIL ： fdf-ml@consortium.or.jp
T E L : 075-353-9163 ※（日・月を除く9：00～17：00）
F A X : 075-353-9101

会場へのアクセスマップ

お問い合わせ先

■阪急電車「西院駅」から
 ・西へ徒歩約15分  
 ・「西大路四条（西院）」から市バス3・8・28・29・67・69・71に乗車、 「京都外大前」で下車（乗車時間約5分）  
■JR「京都駅」 から
 ・烏丸口から、市バス28に乗車、「京都外大前」で下車（乗車時間約30分）  
 ・または、京都バス81・83に乗車、「京都外大前」で下車（乗車時間約30分）  
 ・八条口から、市バス71に乗車、「京都外大前」で下車（乗車時間約30分）
 ・3月5日のみ烏丸口から「京都外大前」まで臨時バス運行予定
■地下鉄東西線「太秦天神川駅」から
 ・南へ徒歩約13分 
※ご注意：学内には駐車場がございませんので、ご来場の際は、公共交通機関をご利用下さい。

京都市右京区西院笠目町６


